


















































































































マ イ ナ ス の 資 産
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べている。すなわち、「金融負債が資金の調達と
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運用のどちらのポジションなのかを本来は分け
























































































































































































































































フ ォ ワ ー ド 型








































































































































FASB［1985］ Elements of Financial Statements, SFAC No.6
IASC［1989］ Framework for the Preparation and Presentation
of Financial Statements.
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ているものの、その意図（基本的な発想）は実は斎
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ナスの資産が導入されようとも、会計構造的に閉
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＋－型」に派生させることは（つまり、会計構造的
A A A A A A A A
に閉じたかたちで体系化することは）想定しにく
いように思われる。
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